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　株式会社大日光・エンジニアリングは、
「電子機器のものづくりNo1プロ集団」を目
指して1979年に栃木県日光市に設立され
た。総合EMSメーカーとして、回路設計から
電子基板実装、完成品組立までを行い、OA
機器関連を中心に、車載、通信機器、産業
機械など多種多様な業界と取引している。
そして近年、医療機器業界へも幅を広げて
いる。
きっかけとなったのは、「単純なものづくり、
従来どおりのものづくりでは生きていけな
い」という危機感だった。同社は1990年代
以降、海外へ展開を広げ、現在では国内に
４工場、海外（中国、タイ）に5工場をかまえ
るまで拡大している。しかし副社長の山口氏
は、「最近は円安が進み、一部の製造業で
国内回帰の流れが見えてきたと言われてい
ますが、これまで長期間続いた海外生産シ
フトの動きが急に国内生産に戻ってくると
も考えられません」と将来を見据える。特に、
テレビや携帯事業などの特定家電は海外
メーカーとの価格競争に敗れ、国内工場の

閉鎖や事業撤退などが進んできた。結果、
日本の基板実装工場は、競合間での消耗
戦を強いられている状況だ。
 そのような現状を受け、大日光・エンジニア
リングはついに国内での生き残りをかけた
方向転換に踏み切った。これまでの大量生
産向け管理体制から、1台の生産からでも
お客様の要望に対応できる管理体制へと
転向をはかったのだ。
 その転換が功を奏し、薬事法の製造許可
を必要としない範囲での医療機器関連の
実装基板、完成品組立を請け負うようにな
る。その後は納入実績を重ね、医療系機器
向けの生産における独特の管理ポイントや
注意点などの生産・管理ウハウを蓄積して
いく。新規業界参入について山口氏は、「数
年前までは、医療機器業界は生産数量も少
ないし、客先監査や品質要求レベルも高い
からと諦めていました。しかし現在では
ISO13485の取得準備を進め（2016年取得
予定）、より高度で安全性を求められる医療
機器製品の生産を目指しています」と積極

的な姿勢だ。
　今後は、より積極的に受注を増やすため
に３つのポイントにさらに磨きをかけてい
く。それは、様々な業界向け製品で培った生
産技術ノウハウ、1台からでも生産対応でき
る柔軟な生産管理、そして、医療系機器生
産における独特の管理ノウハウだ。それら
を最大限に活かし、国内医療機器業界へと
挑戦していく。
「医療機器業界は、車載関連機器と同じ
く、参入障壁の高い業種です。大げさに聞こ
えるかもしれませんが、医療機器関連の製
品を生産するには、社員一人一人が強い責
任感を持つことが絶対条件です。人命に関
わる重要なパーツを製造している事を会社
全体で共有し、生産活動に臨む必要があり
ます」と山口氏は襟を正す。
　目標は、自社の実装基板が使用されてい
る『Made In Japan』の医療機器が増えるこ
と。そして、日本だけでなく全世界の人々の
健康的な生活に貢献するために、大日光・
エンジニアリングは挑戦し続けている。

株式会社大日光・エンジニアリング

代表取締役副社長　山口 琢也 氏

レンズ加工事業（カメラレンズの製造）では、静電
気、温湿度、ホコリ対策の施されたクリーンルームを
完備している。
※クラス5,000レベル　クリーンルームの床面積
（TOTAL:5900m2）
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生き残りをかけた
方向転換が
業界参入の転機へ

株式会社大日光・エンジニアリング
エミダス会員番号　84523
主要三品目
・基板実装・組立事業
・光学機器組立事業
・電源開発事業（カスタム電源基板・ユニット）
■所在地：〒321-2342

　 栃木県日光市根室697-1

■TEL： 0288-26-3930　FAX：0288-26-3938
■代表者：山口 侑男
■URL：http://www.dne.co.jp/
■従業員：単体：280名　連結：3160名
■創業：1979年9月17日
■資本金：85,630万円
■拠　点：栃木（4工場）、東京、名古屋、中国
（2工場:深圳、無錫）、香港、台湾、タイ

●会社概要

　株式会社イナックは愛知県に本社を置
き、中国にも生産拠点を構える試作会社
だ。取引先業界は家電・自動車・パチンコ
と幅広い。しかし近年、医療業界の仕事も
増えている。世界トップレベルの医療検査
装置の部品製作・設計をはじめ、高精度の
部品はもちろん装置のデザインや意匠面
も手掛ける。
「本来わが社は自動車の試作が中心で
す。なかでも、透明度の高いアクリルの試
作品を得意としています。しかし、試作以外
の技術にも手を広げたことによって、仕事
の幅も広がったのです」と、社長の谷口氏
は分析する。
　1991年に愛知県岡崎市で創業し、主に
自動車の商品開発における試作品製作を
おこなってきた。取引業界を広げる大きな
転機は、リーマンショックだった。「まったく
仕事がなくなってしまい、このままでは駄目
だと社員みんなで相談し、いくつかの目標
を作りました。経費削減や中国工場の強化
のほか、「透明品で世界一になること」と

「設計開発部門の設立」に力を入れること
にしました」。
　早速、リーマンショックで仕事のない現
場を利用し、アクリルの専用装置を製作。
開発部門を作り、設計と表面処理のできる
人材を育てた。それにより一貫生産が可能
になり、社内で磨きをかけたアクリル製品
は、非常に透明度の高いものとなっていく。
中国工場においては、樹脂の試作は中国
ナンバーワンだと胸を張るまでになった。
そうやって広く深く対応できる技術力

が、医療機器業界にマッチした。「機械の構
造設計から依頼されることが多く、設計開
発から対応できる試作企業は大変重宝さ
れます。さらに自社内で特殊なめっきまで
できるので、装置の意匠まで提案、試作が
可能です」。また、医療関係は納品のため
の条件が細かく、提出書類数も多い。精密
な自動車部品まで対応できる同社には、高
精度の仕事に対する素地ができていた。
イナックのある愛知県は近年、国や県が
主導になり、医療分野に力をいれている。

数社の医療機器メーカーが拠点を置き、
大学も研究に力を入れている。イナックは
メーカーへの直接営業により受注を増や
すだけでなく、以前から繋がりのあった地
元の組合や工業会からも仕事の依頼を得
るようになった。最近ではＷＥＢでの営業
に力を入れ、他県から「他にできる企業が
見つからなくて」とわざわざ連絡をもらうこ
ともある。
　2014年には、光透明造形の設備を導入
した『名古屋開発センター』の運営を開始。
今後は長期計画的に、ゼネラル・エレクトリ
ックやシーメンスなど、海外メーカーとの直
接取引を目指している。いずれは拠点をメ
ーカーの近くに移したいという思いもあ
る。「これから10年後の未来を想像して、会
社が生きていくために海外へ出ていきた
い。いずれは中国から技術を逆輸入して、
金型をつくるのが夢ですね。スタートがどう
であれ続けてさえいけば、夢は形にできる
と思ってやっていますよ」と、谷口社長は楽
しそうに笑った。

成功の鍵は、
オンリーワンを
創ること

株式会社イナック
エミダス会員番号　12389
主要三品目
・企画・デザイン・機構設計から試作品の製作
・アクリル高透明度３Ｄ切削加工
・二次処理加工（樹脂塗装、樹脂メッキほか）
■所在地：〒444-0811

　 愛知県岡崎市大西町揚枝23番地1

■TEL： 0564-27-1855　FAX：0564-27-1856
■代表者：谷口 武司
■URL：http://www.kk-inac.com/
■従業員：26名
■創業：1991年9月
■資本金：1,000万円
■拠　点：名古屋、中国（浙江省杭州市、浙江省

湖州市）

●会社概要

株式会社イナック

代表取締役　谷口 武司 氏

「精密実装基板」
半導体・チップ等の
微細部品搭載
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